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が総括されており、「こころ論文」のタイトルには、それぞれの生徒が自身の総括を踏まえて設定した「よい問
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者の代表として、A. V. Ciardielloを挙げることができる11。Ciardielloはまず、教師は生徒に「よい問い（good 
question）」を問うことこそ教えなければならないと主張する。それでは「よい問い」とは何か。 
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①記憶を機能させる問い（memory question）：名づける、定義する、特定する、明示する、yesか noで答える
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第 2時 11/16 
全体で「語り手に着目する」という小説読解方略の指導を行い、グループ・全体で第 1時のふ
りかえりの交流を行う。 










第 4時 11/21 
「問い」を設定するために設定に至るプロセスを意識するように促し、グループでキャラクタ
ー・マップと「上」の選択課題への回答を相互交流する。 








第 6時 11/25 
グループで「中」の「問い」〈なぜ私は危篤の父を捨て、先生のもとに走ったのか？〉への回
答を相互交流し、その後全体で交流することを通して、「問い」を解釈する必要性を確認する。





















第 10時 12/8 
各自で論文執筆に向けたロングスパンでの「ふりかえり」に取り組む。 
第 11時 12/9 
ペアで論文執筆に向けた「ふりかえり」を交流し、グループでノートを回し読みする。 
＊柳澤浩哉「Kはなぜ自殺したのか」16を配布する。 


















（1）第 1次 ストーリーの妥当性の基準 
それでは、これより以降、実際の生徒によるノートの記述を跡付けていくことを通して、より具体的に単元の
実際を描きだしていくことにしよう。中心的に取り上げるのは、C という生徒である。生徒 C のノートは、ク
ラスの多くの生徒によって、「問いに基づく探究」を自覚的に行っている例として複数回言及されたものである。
そこで、まず、生徒 Cの記述を跡付けていくことで、クラスにおける探究の深まりを描写していく。 


















 これに対して、生徒 Cは、第 2時の授業日の朝に教師に提出したノートにおいて以下のように記述している。 
①他者の意見を聞いて考えたこと 













表 1 単元「こころ」の概要 
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 また、〈なぜ K は死んだのか？〉のかという「問い」を、「K の自殺の動機」と言い換えているように、初発
の感想と同様第 1 時のふりかえりにおいても、K が自殺に至る様々な出来事の間にある意思決定に焦点を当て
ていることがわかる。生徒 Aは、〈なぜ・・・〉という「問い」を主に意思決定の根拠を問うものであると理解
しているのである。 
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第 5時では、第 4時のふりかえりをグループで相互交流した。一連の活動を通して、生徒 Cは「問い」を再
構成することを自覚的に行うようになる。そして、自覚的に「問い」を解釈し始めた生徒 C のノートは、教師
がコピーしてクラス全員に配布され、クラス全員が生徒 C のノートを参照した学習が行われるようになる。し
たがって、生徒 Cのノートが牽引するかたちで進められた第 6時以降を、第 3次として区切り、次節において
検討していく。 
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〈K はなぜ自殺したのか？〉は多様な答えが出てくる「問い」である。そこで、第 8 時への課題として、以下
の「問い」を提示した。 
Kはなぜ自殺したのか？ 
 この「問い」に対して、生徒 C は、第 8 時の授業日の朝に教師に提出したノートにおいて以下のように答え
を記述していた。 



















 自分が求め続けてきた道に加え、頼りにできる人間も失った K は、身体、精神ともに行き場がなく、自殺せ
ざるを得なかった。 









第 8 時の授業の前に教師に提出したノートに書かれた〈K はなぜ自殺したのか？〉という「問い」への答え
は、生徒ごとに多様であった。また、そのストーリーを支える根拠となる出来事の選び方や用い方、また同時に
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て、「問いに基づく探究のサイクル」は明確に二重になり、第 9時以降は後者の「問いに基づく探究のサイクル」


































































第 9時から第 10時への課題は、第 9時における相互交流のふりかえりとした。 
 
（2）第 4次 「探究観」「読み観」の自覚化② 
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い」を設定することに取り組ませようと判断した。「こころ論文」に取り組む第 13 時以降を第 5 次として区切
り、次節において検討していく。 
 
（3）第 5次 「よい問い」の設定 
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       第一章 課題設定の理由 
       第二章 課題解決の方法 
    第三章 本論 






    について、 
・研究者や先輩の論文 
・クラスメイトの様々な意見を印刷したプリント、 
    ・自分自身のノートの記述 
   などを引用・参照・言及した上で、自分がその課題を良い課題だと思った理由と 








   などは、積極的に引用・参照・言及した上で論を構成しよう。 
 
四 第二章には、どのように自らが設定した課題を解決して行くのかという「課題解決の方法」を書きます。 
   ・その課題を考えるにあたって、解決すべき小さな課題にはどのようなものがあるか。 
・課題を解決する際には、どのような点に注目しながら進めていくつもりか。 








    ・『こころ』の学習を通して導かれた自分自身の成長（過去の自分との比較） 
  ・更なる自らの成長を導くための課題 
   などを詳細に書くことが望ましいです。 
??????　Vol.6
Department of Professional Development of Teachers / Graduate School of Education / University of Fukui     321











































??????? ?????? ?????? （?????）
322     Studies in and on Teacher Education Vol.6 2013.6
 
Kの死―時間軸で考える― 
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になるのではないだろうか。この主題を読み解くことで、生き方・在り方について考え直すことができ、自分にとっ
て有意義なものになると考えた。これが課題設定の理由および課題設定に至った経緯である。 
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